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生涯学習としての住環境教育に関する基礎的研究

一小・中学校の校歌に謳われた住環境要素の分析一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　勝（山梨大）

　(目的)将来のまちづくりの主人公である子供たちに夢を与えるような適切な住環境教育

が求められている。さらに、まちづくりの出発点は住民参加であり、これからの住環境教

育は、生涯学習の一環として、家庭や地域社会、職場などのあらゆる場を通じて地域毎に

多様な形で実践されていくことが望ましい。学校教育は、その導入部として重要である。

　本稿は、児童・生徒や一般市民に馴染みの深い｢校歌｣を取り上げ、そのなかで謳われ

ている地域の住環境要素を読み取ることにより、歴史的に生活のなかで共有されてきた住

環境のイメージについて明らかにすることを目的としている。

　(方法)愛知県豊田市内の小・中学校72校(持校52校、筰2Q校)の校歌を収集し、歌詞の中か

ら住環境要素を①自然環境系(帽||、丘など)、②歴史的環境系(蝸など)、③その他の環境系(鱈ど)

に分けて抽出した。次に各要素の出現頻度と地域分布について検討した。

　(結果及び考察)豊田市はトヨタ自動車㈱の誘致によって急成長を遂げた工業都市である

(人口34万人)。にもかかわらず市内小・中学校の校歌では、教育理念や校風、郷土の歴史・風

土とともに豊田市内の自然環境要素(たとえば、矢頗やmmど)が豊富に盛り込まれており、多くの

市民に共有される環境イメージを形成している。その一方で、豊田市内の歴史的街並みや

都市景観(建築)、児童・生徒の生活に密着した学校周辺の住環境などが謳われることは

少ない。校歌は時代背景や作詞者の意図を含めて固定化されやすく、変わりうる都市景観

や住環境との対比の中で、生活空間の変化を子どもたちに認識させるのに有効と思われる。

2HP－3 居賤向上を目的とした揺れ麟の脂顛に関する鶏向闘

　　　　　○野田千津子‥　　石川摯重（日本女大t小山高専）

　目的　近年，高層化が進む居住環境において，地震や風などによって生じる周期の長い
揺れは，超高層住宅などの居住性を向上する上で検討事項として重要な位置づけとなって

いる。筆者らは，このような揺れを対象に，生活の主体である住民の感覚に基づいた居住

性評価の規範を提案するべく検討を進め，本学会で発表してきた。本年度は，官能検査の

１手法であるS D法を用いた,一揺れのイメージ評価の言語表現に関する実験結果を報告す

る。居住者のより自然な表現に基づいた居住性評価の規範を設定することが目的である。

　方法　水平振動を発生する振動台の上で，椅子に腰掛けた被験者33名が31種類の振動を
受け，各振動に対するイメージを14組の形容詞(形容動詞)対で表現する感覚実験を行った。

　結果　各形容詞対に対する回答を主成分分析した結果，これらの形容詞対の特質を決定

する２つの性質を抽出した。１つは揺れの強さを表現する性質であり，これは既往の結果

の力量性に対応する。もう１つは，それぞれの形容詞が着目する対象の違いである。これ

は評価性に対応する，揺れの受け手すなわち人間に着目する形容詞と,｡活動性に対応する
揺れそのものの性質に着目する形容詞に分けられる。これらの性質の組合せによって，各

形容詞が揺れに対する感覚を表現する際の特質が決定される。これらを揺れの大きさの物

理的な指標と対応すると，力量性は加速度の大小と関係する性質であり，活動性は振動数
との関わりが強い。また，評価性は揺れの物理成分をより総合的にとらえ, 1つの揺れを
１つの刺激ととらえて表現されるため，物理成分との関係がより複雑である。これらの物

理成分との関係を総合することで，各形容詞に対応する揺れの範囲を分けることができた。
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